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1． 緒言

　 エ オ ル ス 音は カル マ ン 渦 の 発生 と密接な関係 が ある こ

とが 知 られ て お り、ご く最 近 DNS 〔直接数値計算）に よ

りそ の 発 生 と伝播メ カ ニ ズ ム が 明 らか に なっ て きた ［i］。
本研究 で は 円柱 ま わ りの 流れ か ら発生 す る ll， を制 御 す る

試み と して 、円 柱 衣 面 か ら の 吹き出 し ・吸 い 込 み を周期

的 ま ゾ
r
は 疋 常に 加 え や 場 今 、
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場合に 4 ず る E 場 の 変化 をDNS を用 い て 調 べ た 結果 に

つ い て 報
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2．　数値計 算方法
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3．　 制御方法

　 」 む レ ス 音 の 制御 は 以 ドの ペ タ・一ン で 行
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（ ”wl 周期的な吹 き出 し ・吸 じ ムみ ｝ 」、」 寸111 御
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4．　 計算結果
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3: Directivity of  sound  pressure AP  (RMS).
Re  =:-,- 160, r.b.  =  75(1 -McosO).
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